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概要
本研究では、系列ラベリングの手法を用いて日本

語の比喩表現をスパンレベルで抽出した。モデルに
は BERTを使用し、コーパスには BCCWJ-Metaphor
コーパスを用いた。比喩表現一般を抽出するモデル
と比喩表現の 4 つの種類である結合比喩、文脈比
喩、換喩、提喩それぞれを抽出するモデルの 2種類
を作成した。さらに、各モデルの性能を評価し、エ
ラー分析を行った。これにより、日本語の比喩表現
の自動抽出とその課題を明らかにする。

1 はじめに
比喩表現とはある物事を別の物事に喩えること

である。例えば、「ほとんど環境を傷つけることも
なく発展を遂げた。」という文中の単語「傷つける」
は本来の意味である「物理的な傷を与える」ではな
く、「悪影響を与える」という意味で使用されてい
る比喩表現である。比喩は日常生活で幅広く使われ
ており、Lakoffと Johnsonら [1]が提案した概念メタ
ファー理論 (Conceptual metaphor theory) では、比喩
表現は人間の思考や認知に重要な役割を果たしてい
ると述べられている。そのため、比喩表現を理解す
ることは言語学、心理学、自然言語処理などの分野
にとって重要である。
比喩を自動的に検出する研究を行うためには、比

喩表現を同定する必要がある。比喩表現を同定する
手法は、(1)個別の構成語の基本義と派生義の変化
に重きを置いて説明をする方式と、(2)複合化した
格フレームの選択制限違反に重きを置いて説明する
方式の二種類が主流である。英語コーパスについて
は上記二通りの手法に基づいたコーパスが公開さ
れている。これに対し、日本語の比喩のコーパスは
少ない。加藤ら [2]は MIP VU[3]という手法を援用
し、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」(BCCWJ)
に比喩表現情報を付与した BCCWJ-Metaphor コー

パスを構築した。これにより日本語の比喩表現の
様々な実証的な研究を可能にした。MIP (Metaphor
Identification Procedure) は Pragglejaz ら [4] が提案し
た上記の (1)の手法の一種であり、MIP VUは MIP
の拡張としてMetaphor Related Wordを決める手法で
ある。暗喩だけではなく、直喩や比喩の境界事例も
対象としている。BCCWJ-Metaphorコーパスは多く
の英語の比喩コーパスとは異なりトークンレベルの
アノテーションではなく、スパンレベルの比喩のア
ノテーションがなされている点に特徴がある。
本研究では、BCCWJ-Metaphorコーパスを用いて、
日本語の比喩表現をスパンレベルで抽出した。スパ
ン抽出は、日本語 BERT1）を系列ラベリングとして
定式化した上で、fine-tuningを実施した。MIPによ
るトークンレベルの比喩の同定を行うには、単語
が文字通りの意味、または基本的な語義の意味で
使われているかどうかを意味ベクトルの比較を用
いて行うものが多い [5, 6, 7, 8]。しかし、スパンレ
ベルの比喩検出のためには、スパンレベルの意味
ベクトルを使用する必要があり、比較対象の字義
通りの意味ベクトルの生成が困難である。そのた
め、本研究は、そのような情報を利用することな
く、BCCWJ-Metaphorコーパス上の情報だけを利用
し、比喩表現のスパンレベルの自動抽出を試みた。

2 関連研究
英語の比喩表現判定の研究には BERT を基盤に
したものが多い。BERT や RoBERTa などの事前学
習済みモデルは文脈に即した単語の埋め込み表
現を生成できることから、比喩表現判定におい
て高い性能を示す。MelBERT[5]は BERTモデルに
MIPと SPV(Selectional Preference Violation)[9]を取り
組むことで比喩表現を判定した。MrBERT[10]は特
に英語の動詞比喩に焦点を当てた。FrameBERT[6]
は FrameNET の外部知識と RoBERTa を用いた。

1） tohoku-nlp/bert-base-japanese-v3
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BasicBERT[7]は他の研究と異なり、RoBERTaにMIP
と SPVなどを合わせて適用した。このように、比喩
表現を判定、抽出するタスクに事前学習済みモデル
を使用することの有効性が示されている。また、青
野ら [11]は大規模コーパスに含まれる日常的なテキ
ストに対して、メタファーとして使われやすい単語
の言語学仮説を検証した。
日本語の比喩表現に関連する研究は英語と比べ

て少ない。宮脇ら [12]は小説テキストから「～よう
な」表現を使う直喩を抽出した。加藤ら [13, 14]は
「比喩表現の理論と分類」を電子化し、BCCWJに自
然さ・わかりやすさ・古さ・新しさ・比喩性の評定
値を付与した。また、BCCWJ-MetaphorからMIPの
考え方に基づいて比喩を検出した Zhuら [8]の研究
がある。

3 コーパス
本研究では、加藤ら [2] が公開した BCCWJ-

Metaphorコーパスを用いた。本コーパスは BCCWJ
の人手で分類語彙表番号が付与されている新聞
(PN)・書籍 (PB)・雑誌 (PM)の 34万語を対象とし、比
喩表現情報が付与されているコーパスである。比喩
表現情報を付与する基準としてMIPおよびMIP VU
を採用している。コーパスには、結合や種別の情報
のほか、一般的な読み手による印象評定情報も含ま
れている。加藤ら [15]の研究で、BCCWJ-Metaphor
コーパスにおける比喩表現の認定手法と情報付与
について報告している。図 1 に、BCCWJ-Metaphor
コーパスの一部を示す。

図 1 BCCWJ-Metaphorの一部

本研究で使用したのは短単位書字形とそれに対
する比喩 BIO、結合比喩 BIO、換喩 BIO、提喩 BIO、
文脈 BIO の列である。コーパスに付与された各種
の BIO タグは、固有表現抽出などに使われる一般
的な系列ラベリングと同様に、比喩表現の始まり

(Beginning, B)、中 (Inside, I)、外 (Outside, O) を表し
ている。例えば、「論議が進む」という比喩表現の
場合、比喩表現一般を表す比喩 BIO 列と比喩種別
(この例では結合比喩)の列に BIラベルが付与され
ている。BIのかたまりが一つの比喩表現のスパン
になる。コーパスのサイズは 1文を「。」で区切っ
て 11,905 文である。比喩には以下のような種類が
ある。それぞれの定義と例を示す。

• 結合比喩：構成要素に意味的な逸脱を持つ比喩
例として「だから、ここ一番誠意を示すには
水羊羹しかない。」という文中の「誠意を示す」
がある。誠意という人の気持ちを表す抽象的な
概念が水羊羹という具体的なものに喩えられて
いる具象化の例である。

• 換喩：隣接性に基づく質的転換
「埼玉県の草加市立八幡小学校は昨年、家庭
訪問をやめ、代わりに「地域訪問」に切り替え
た。」という文の「小学校」は換喩である。実際
に家庭訪問の中止を決定するのは小学校ではな
く小学校の教師などの関係者であり、小学校と
その関係者という隣接性を用いている。

• 提喩：類と種という類的転換
提喩の例として「お花見」がある。お花見は
実際に全ての花ではなく「桜の花」を見る際に
使われる。「花」という類で「桜」という種を表
している。

• 文脈比喩：前後の文脈で比喩と理解される比喩
「その頃には熱の冷めた投資家が高い免許料
を懸念したために、携帯電話関連株の相場は急
速に冷え込んでいった。」という文の「熱が冷め
る」は文脈比喩である。「熱が冷める」は温度
が下がることを意味するが、前後の文脈から投
資家の関心の低下を表していることが分かる。

表 1に比喩表現種別の単位書字形数と比喩表現の
割合を示す。

表 1 比喩表現種別の数と比喩表現の割合
B I O 全 割合

比喩全体 11,240 23,121 312,734 347,095 9.9%
結合比喩 5,066 13,276 328,753 347,095 5.28%
換喩 2,519 5,504 339,072 347,095 2.31%
提喩 413 512 346,170 347,095 0.27%
文脈比喩 1,416 1,916 343,718 347,095 0.97%

表 1 から比喩表現種別の中で結合比喩が最も多
く、次に、換喩、文脈比喩、提喩の順になっている
ことが分かる。
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4 スパンレベルの日本語の比喩表現
抽出システム
本研究では、日本語 BERTを系列ラベリングとし

て fine-tuningすることで、日本語の比喩表現抽出シ
ステムを作成した。モデルは 2種類作成した。1つ
目は、比喩表現一般を抽出するモデルである。具体
的には、図 1の「比喩 BIO」列の比喩一般を表すタ
グを用いて、BIOタグを推定する 3値分類モデルを
学習した。2つ目は、比喩表現種別ごとに学習した
モデルである。結合比喩、換喩、提喩、文脈比喩そ
れぞれを抽出するモデルを別々に学習した。以上に
より本研究では、合わせて 5つの 3値分類系列ラベ
リングモデルを作成した。

5 実験設定
BCCWJ-Metaphorコーパスの新聞・書籍・雑誌の

データをまとめ、無作為にシャッフルし、比喩表現
の割合が同じになるように 5分割後、3:1:1の割合
で学習データ、検証データ、テストデータとし、5
分割交差検定を行った。データセットの短単位書字
形を tohoku-nlp/bert-base-japanese-v3でトークナイズ
し、510トークンを超える文がある場合、最初の 510
トークンを入力とした。
学習時の最適化関数に AdamW、損失関数に重み

付き交差エントロピー損失を用いた。重み付き交差
エントロピー損失を用いたのはコーパス中の比喩
表現の割合が小さく、検出率を高めるためである。
BIOクラスそれぞれの重みは、全トークン数をクラ
スに属するトークン数に割って、さらに、全ての重
みの合計が 1 になるように正規化を行うことで求
めた。
評価指標はスパンレベルの F1スコアである。ハ

イパーパラメータは表 2に示す値のグリッドサーチ
を行い、検証データに対して F1スコアが最も高い
モデルを採用した。

表 2 ハイパーパラメータ設定
学習率 (比喩一般) 2e-6, 5e-6, 2e-5, 5e-5, 2e-4, 2e-3
学習率 (4種別) 1e-5, 2e-5, 3e-5, 5e-5
バッチサイズ 4, 8, 16
エポック数 10

6 実験結果
表 3 に比喩表現一般と種別ごとのモデルの再現

率、適合率、F1スコアをそれぞれ示す。

表 3 スパンレベルの比喩表現抽出の実験結果
再現率 適合率 F1

比喩一般 44.75% 33.59% 38.38%
結合比喩 41.77% 24.25% 30.69%
換喩 39.18% 23.75% 29.57%
提喩 16.88% 15.29% 16.05%

文脈比喩 26.90% 17.41% 21.14%

表 3 より、スパンレベルで比喩表現一般をある
程度抽出できることが分かる。F1スコアが最も高
いのは比喩表現一般の抽出で、次に、結合比喩、換
喩、文脈比喩、提喩の順であった。さらに、実験結
果と表 1より F1スコアがデータ中の比喩表現の割
合と正の相関関係にある。各モデルに共通している
のは、適合率より再現率が高いことである。これは
学習時に、重み付き交差エントロピー損失を用いた
ことにより、比喩表現の重みが過大であったことが
原因だと考えられる。

7 考察
今回の実験結果では、比喩表現一般の抽出が比喩
の個々の種別の抽出より高い結果を示した。ここで
は、結合比喩、換喩、提喩、文脈比喩それぞれのス
パン抽出ができた例とできなかった例を挙げる。図
2に結合比喩の例を示す。図中の緑色は正しく抽出
された比喩表現のスパン、赤色は未抽出の表現を
表す。

図 2 結合比喩の出力例

結合比喩は意味的な逸脱によって成立する比喩で
あり、モデルが抽出できた例を見ると、日常的に使
われるようなフレーズであることが分かる。そのた
め、モデルの事前学習のデータや BCCWJ-Metaphor
コーパスに多く出現し、予測が比較的に容易であっ
たと考えられる。比喩表現のスパンを抽出できな
かった例を見ると、モデルがスパン全体を予測して
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いない場合と一部だけを予測している場合がある。

図 3 換喩の出力例
図 3に換喩の例を示す。換喩は隣接性に基づく比

喩であり、1文の文脈で隣接性を捉えられるかが重
要になる。例えば、図中の正しく抽出できなかった
例の「ブラウスを手に」という表現は示されている
文脈では「ブラウスを持っている」という動作と解
釈される可能性から判断が難しくなる。換喩では、
隣接性が曖昧、抽象的な場合抽出が難しいと思わ
れる。

図 4 提喩の出力例
図 4に提喩の例を示す。提喩は比喩種別の中で最

も抽出が難しかった。提喩の正しく抽出できた例を
見ると、「選挙戦終盤」という表現で「選挙戦全体」
の動きや状況を、「スタンド」という部分で「充電ス
タンド場所」という全体を、「オス」で「オス鳥」を
表していることが容易に分かる。一方、未抽出の例
「リビングまで上がる」は「リビングまで入る」と
いう文字通りの意味で捉えられる可能性があり、比
喩とは判断されなかったと考えられる。コーパスの
11,905文中の提喩スパン数が 413件であり、提喩の
パターンを学習するには十分ではなかったとも考え
られる。
図 5に文脈比喩の例を示す。文脈比喩は前後の文

図 5 文脈比喩の出力例

脈で分かる比喩である。抽出が成功した例に「電話
を切る」、「頭にくる」、「手がかかる」などの日常的
によく使われる慣用表現があり、比喩表現であるこ
とがすぐに理解できるものが多い。抽出できなかっ
た例には文字通りの意味でも捉えられるような比喩
と非比喩の境界が曖昧な例が多くみられる。そのた
め、広範囲の文脈をみるなど種別それぞれの特徴を
考慮した方法が必要である。

8 おわりに
本研究では、系列ラベリングの手法を用いて日本
語の比喩表現をスパンレベルで抽出した。比喩表現
一般を抽出するモデルと比喩表現の種別それぞれを
抽出するモデルの 2種類を作成し、評価した。実験
結果で、BERT を系列ラベリングとして fine-tuning
する方法は日本語の比喩表現抽出のベースライン
として使えるが、さらなる性能向上が必要であるこ
とが分かった。今後の計画として、コーパスアノ
テーターなどの専門家の意見をもとに、スパンを抽
出するための文脈の範囲を大きくする、意味ベクト
ルを用いる、SPVを用いた手法を提案する、データ
拡張をするなどの実験を行う予定である。さらに、
BCCWJコーパスの比喩表現情報が付与されていな
いデータに比喩表現情報の付与を行う。
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